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内子町﹁秋色に染まる小田深山﹂
　これからの季節の小田深山渓谷は、20種類以上の紅葉で彩られる美しい
風景を見ることができます。紅葉のピークは10月下旬から11月上旬。渓谷
沿いには約1.5㎞の遊歩道があるので、ゆっくり散策しながら四国屈指の美
しい紅葉と清流をお楽しみください。
　小田深山に行くならば、小田地域の郷土料理「たらいうどん」はいかが
ですか。大豆や干しシイタケなどでだしを取った甘いめんつゆでいただく、
もちもち触感のうどんは腰が抜けるほどおいしいです。他にも内子町は柿
の生産が盛んです。深い甘みが味わえるおいしい柿は、道の駅やインター
ネットで販売しています。どちらもぜひご賞味ください。
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四
国
四
県
町
村
会
・
町
村
議
会
議
長
会

合
同
事
務
局
長
会
議
が
、
徳
島
県
当
番
に

よ
り
8
月
6
日
に
開
催
し
た
。

　

今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
対
策
と
し
て
、w
e
b
で
開
催

さ
れ
、
四
県
事
務
局
長
や
担
当
者
ら
が
出

席
し
た
。

四
国
四
県
町
村
会
・
町
村
議
会
議
長
会
事
務
局
長
会
議

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に
向
け
て

　

8
月
6
日 

w
e
b
で
開
催

　

会
議
は
ま
ず
、
徳
島
県
の
小
原
事
務
局

長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
慣
例
に
よ

り
、
当
番
県
で
あ
る
徳
島
県
の
小
原
事
務

局
長
が
議
長
と
し
て
、
議
事
に
入
っ
た
。

　
【
協
議
事
項
】

　

⑴　

	

令
和
3
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・

議
長
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

⑵　
	

そ
の
他

令和３年度四国四県町村長・議長大会 開催要綱
　

１　名　　称　
　　　四国四県町村長・議長大会
２　目　　的
　　　四国の57の町村長・議長が一堂に会し、議会と執行部の
立場を超えて「元気溢れる地域をつくる」との強い信念の
もと、町村の抱える重要課題について研修・意見交換・審
議し、その実現のためお互いに連携を密にしながら、総力
を結集して行動し、多様で個性豊かな町村自治の振興と住
民福祉の向上を期する。

３　主　　催　
　　　四国四県町村会・四国四県町村議会議長会
４　日　　程
　　　令和３年10月５日（火）
　　　⑴　大　　会　14時00分～15時25分
　　　⑵　記念講演　15時40分～17時10分
　　　　　　　演　題　「一体感で生きるということ」
　　　　　　　講　師　映画監督　安藤　桃子　氏
　　　⑶　意見交換会　17時30分～19時30分
５　開催場所
　　　ザ クラウンパレス新阪急高知
　　　　　高知市本町４丁目2-50　℡088－873－1111
　　　　　○大　　会　：３階「花の間」
　　　　　○意見交換会：３階「蘭の間」
６　出 席 者
　　　四国四県町村長　全員
　　　四国四県町村議会議長　全員
７　大会次第
　　　⑴　開　会　　　⑵　国歌斉唱
　　　⑶　あいさつ　　⑷　宣　言
　　　⑸　来賓祝辞　高知県知事、高知県議会議長、
　　　　　　　　　　全国町村会長、全国町村議会議長会長
　　　⑹　議長選出
　　　⑺　議　事　各県提出議題審議
　　　⑻　決議・特別決議　　　⑼　共同アピール
　　　⑽　実行運動方法協議　　⑾　閉　会
８　意見交換会
　　　⑴　開　会　　　⑵　あいさつ
　　　⑶　乾　杯　　　⑷　懇　談
　　　⑸　ガンバローコール
　　　⑹　閉　会

　

⑶　

次
期
開
催
県
に
つ
い
て

　

10
月
5
日
㈫
午
後
2
時
か
ら
、ザ	

ク
ラ

ウ
ン
パ
レ
ス
新
阪
急
高
知
で
開
催
さ
れ
る

「
令
和
3
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大

会
」
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　

会
議
で
は
、
大
会
に
お
け
る
日
程
や
役

割
分
担
を
確
認
し
、
四
国
各
県
か
ら
提
出

さ
れ
た
議
題
に
つ
い
て
調
整
を
行
っ
た
。

　

大
会
要
綱
は
次
の
と
お
り
。

　

な
お
、
後
に
開
催
し
た
四
国
四
県
町
村

議
会
議
長
会
会
長
会
並
び
に
四
国
四
県
町

村
会
長
の
協
議
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
か
ら
、
大
会
の

み
書
面
開
催
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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第
1
8
5
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
会
長
会
が
香
川
県
当
番
に
よ
り
8
月
30

日
に
開
催
し
た
。
今
年
度
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、

W
e
b
会
議
で
開
催
さ
れ
、
四
国
4
県
の

会
長
及
び
事
務
局
長
が
出
席
し
た
。

　

会
議
は
ま
ず
、
当
番
県
で
あ
る
村
井
香

川
県
会
長
及
び
四
国
地
区
会
長
の
原
田
愛

媛
県
会
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
規

約
の
規
定
に
よ
り
村
井
香
川
県
会
長
が
議

長
席
に
着
い
て
、「
議
事
」
に
入
っ
た
。

　

ま
ず
、
会
議
録
署
名
人
に
次
期
開
催
県

の
谷
川
徳
島
県
会
長
を
指
名
し
た
後
、
次

の
と
お
り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　
　
　

議　
　

事

1　

令
和
3
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・
議

議
長
全
国
大
会
に

「
四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と「
四
国
の
新
幹
線
」を
要
望

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
会
長
会

長
大
会
に
つ
い
て

　
　

高
知
県
笹
岡
事
務
局
長
が
書
面
開
催

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
き

説
明
し
、
協
議
の
結
果
、
爆
発
的
な
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

に
よ
り
書
面
に
よ
る
開
催
を
決
定
（
承

諾
）
し
た
。

2　

第
65
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
に

提
出
す
る
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

の
要
望
事
項
に
つ
い
て

　
　

本
県
の
向
井
事
務
局
長
か
ら
、
資
料

に
基
づ
き
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、

原
案
（
別
掲
）
の
と
お
り
決
定
し
た
。

3　

第
61
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

研
修
会
に
つ
い
て

　
　

原
田
愛
媛
県
会
長
か
ら
令
和
3
年
度

の
研
修
会
の
中
止
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
協
議
の
結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
中
止

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

4　

次
期
四
国
地
区
会
長
会
の
開
催
に
つ

い
て

　
　

次
回
は
、
徳
島
県
で
開
催
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。

「四国８の字ネットワーク」並びに
「四国の新幹線の整備促進」等

高速交通ネットワークの整備促進に関する要望

　「四国₈の字ネットワーク」は、本州四国連絡高速道路と一体となって、全国
の高速交通ネットワークを形成し、物流をはじめとする様々な経済活動の生産性
を高め、地域間の交流を促進するなど、四国地方の活性化を図っていくうえで重
要かつ根幹となる社会資本である。
　しかしながら、高速交通ネットワークの機能が十分形成されていない四国地方
は、それぞれの地域が持つ豊かな自然や多様な資源を活かしきることが困難であ
り、地域産業の発展や観光振興に大きな影響を及ぼしている。
　これに加えて、近い将来発生すると予測される南海トラフ地震等の災害時にお
いて、迅速な人命救助や緊急支援物資の輸送のためには「命の道」となる「四国
₈の字ネットワーク」の早期整備は急務である。
　今後、四国地方が地域の強みを生かし、地域連携によって自立し、災害に強い
国土を形成し、住民の安全・安心な暮らしを確保するためにも、早期に「四国８
の字ネットワーク」のミッシングリンクを解消し、暫定二車線区間の四車線化等
による安全性や信頼性を高めることは四国にとって喫緊の課題である。
　また、現在、四国を除く全国に新幹線のネットワークが形成されており、それ
ぞれの地域の経済活性化はもとより交流の拡大や観光の振興に大きく貢献して
いる。
　しかしながら、四国における新幹線整備は基本計画に留まっており、他地域に
比べ大きく遅れを取っている。
　現在、国においては、新幹線などの高速交通ネットワークを整備し、地域の活
性化につなげていく「地方創生回廊」の実現に取り組んでおり、このためには全
国各エリアに新幹線が整備されることが不可欠である。
　特に四国の新幹線は、今後の四国の将来を見据えた地域づくりに必要不可欠な
交通インフラであり、西日本の広域交流圏形成、国土軸のリダンダンシー確保に
よる災害耐力の向上、国土全体の一段の有効活用にも大きく寄与するものと考え
る。
　よって、下記の事項について強く要望する。

記
１　地域の活性化や生活利便性の向上、都市と地域の連携強化、さらには、南
海トラフ地震等の災害時の緊急輸送道路の確保や救急患者の輸送時間の短
縮などに大きく寄与する「四国₈の字ネットワーク」のミッシングリンクの
早期解消及び暫定二車線区間の早期四車線化等を図ること。

２　四国の新幹線の整備計画格上げに向けた法定調査に関して、令和₄年度予
算措置を講じるとともに、「地方創生回廊」の実現のため、新幹線建設予算
を大幅増額すること。
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愛
南
町
議
会
主
催
に
よ
り
、
令
和
3
年

度
愛
南
町
議
会
議
員
研
修
会
が
8
月
2
日

に
愛
南
町
役
場
で
開
催
さ
れ
、
同
町
議
会

議
員
全
員
及
び
議
会
事
務
局
職
員
が
参
加

し
た
。
講
師
と
し
て
愛
媛
県
町
村
議
会
議

長
会
の
柏
原
常
務
理
事
が
招
か
れ
た
。

　

次
第
、
演
題
及
び
講
師
は
次
の
と
お
り

1　

開
会
の
こ
と
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
副
議
長

2　

議
長
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田
議
長

　
愛
南
町
議
会
議
員
研
修
会

　

8
月
2
日 

愛
南
町
役
場
で
開
催

3　

講
師
紹
介

4　

令
和
3
年
度
愛
南
町
議
会
議
員
研
修

会

　

◦
「
地
方
議
会
制
度
と
議
会
・
議
員
の

基
本
に
つ
い
て
」

　
　
　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
　

常
務
理
事　

柏
原　
　

準　

氏

5　

質
疑
・
応
答

6　

閉
会
の
こ
と
ば

�

　
　
　

佐
々
木
副
議
長

Ⅰ　

は
じ
め
に

　

1　

議
会
活
動
の
基
本
に
つ
い
て

　
　

⑴　

議
員
の
基
本

　
　
　

①　

議
員
の
権
限

　
　
　

②　

議
員
と
し
て
の
留
意
事
項

　
　
　

③　

議
会
決
定
事
項
の
遵
守

　
　

⑵　

議
会
の
基
本

　
　
　

①　

多
数
決
の
原
則

　
　
　

②　

議
長
の
権
限

　
　

⑶　

議
長
・
委
員
長
の
基
本

　

2　

本
会
議

　
　

⑴　

本
会
議
で
の
質
疑

　
　

⑵　

一
般
質
問

　
　

⑶　

国
会
と
地
方
議
会
の
相
違

　
　

⑷　

辞
職
勧
告
決
議
の
意
味

　
　

⑸　

委
員
会
と
本
会
議
で
の
意
思
表
示
の
相
違

　

3　

そ
の
他

　
　

⑴　

議
会
、委
員
会
以
外
で
の
職
員
へ
の
質
疑

Ⅱ　

地
方
議
会
制
度

　

1　

憲
法

　

2　

地
方
自
治
法

Ⅲ　

議
会
の
組
織

　

1　

議
員

　
　

⑴　

身
分

　
　

⑵　

任
期

　
　

⑶　

兼
職
禁
止

　
　

⑷　

兼
業
禁
止

　

2　

議
長
、
副
議
長
等

　
　

⑴　

議
長

　
　

⑵　

副
議
長

　
　

⑶　

仮
議
長

　
　

⑷　

臨
時
議
長

　

3　

委
員
会

　
　

⑴　

委
員
会
の
種
類

　
　
　

◦
常
任
委
員
会

　
　
　

◦
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

◦
特
別
委
員
会

　
　

⑵　

委
員
会
の
権
限

　
　

⑶　

委
員

　
　

⑷　

委
員
長
、
副
委
員
長

　

4　

協
議
調
整
の
場

Ⅳ　

議
会
の
権
限

　

1　

議
決
権
（
法
96
）

講師　柏原　準 常務理事

地
方
議
会
制
度
と
議
会
・
議
員
の

基
本
に
つ
い
て

　

2　

選
挙
権

　

3　

検
査
権

　

4　

監
査
の
請
求
権

　

5　

意
見
書
の
提
出
権

　

6　

1
0
0
条
調
査
権

　

7　

議
員
派
遣

　

8　

専
門
的
知
見
の
活
用

　

9　

公
聴
会
の
開
催
、参
考
人
か
ら
の
意
見
聴
取

　

10　

自
律
権

　

11　

同
意
権

　

12　

承
認
権

　

13　

請
願
・
陳
情
を
受
理
し
、
処
理
す
る
権
限

　

14　

報
告
、
書
類
の
受
理
権

　

15　

諮
問
に
対
す
る
答
申
権

　

16　

町
村
長
に
対
す
る
不
信
任
議
決
権

　

17　

自
主
解
散
権

Ⅴ　

議
員
の
権
限

　

1　

臨
時
会
の
招
集
請
求
権

　

2　

開
議
請
求
権

　

3　

選
挙
に
加
わ
る
権
利

　

4　

議
案
提
出
権

　

5　

動
議
提
出
権

　
　

⑴　

修
正
の
動
議

　
　

⑵　

懲
罰
の
動
議

　
　

⑶　

秘
密
会
の
動
議

　
　

⑷　

そ
の
他
の
動
議

　

6　

資
格
決
定
の
要
求
権

　

7　

侮
辱
に
対
す
る
処
分
要
求
権

　

8　

請
願
紹
介
権

　

9　

発
言
権

　
　

⑴　

提
案
説
明
（
趣
旨
説
明
）

　
　

⑵　

修
正
案
の
説
明

　
　

⑶　

質
疑

　
　

⑷　

委
員
長
報
告
等
に
対
す
る
質
疑

　
　

⑸　

討
論

　
　

⑹　

一
身
上
の
弁
明

　
　

⑺　

議
事
進
行
に
関
す
る
発
言

　
　

⑻　

一
般
質
問

　
　

⑼　

緊
急
質
問

　

10　

表
決
権

　

11　

異
議
申
立
権

　

12　

常
任
委
員
と
な
る
権
利

　

13　

委
員
会
の
傍
聴
権

　

14　

審
査
申
立
権
、
出
訴
権

　

15　

政
務
活
動
費
を
受
け
る
権
利

　

16　

議
員
報
酬
等
を
受
け
る
権
利

Ⅵ　

終
わ
り
に
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令
和
2
年
度
並
び
に
令
和
3
年
度

新
規
採
用
職
員
研
修
会（
動
画
配
信
）を
開
催

　

昨
年
度
の
新
規
採
用
職
員
研
修
会
に
つ

い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
開
催
中
止
と
な
っ
た
が
、

令
和
3
年
度
町
職
員
研
修
会
実
施
計
画
に

基
づ
き
、
令
和
2
年
度
並
び
に
令
和
3
年

度
採
用
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開

催
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
研
修
会
は
、
県
内
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
を
考
慮

し
、
動
画
配
信
に
よ
る
研
修
会
と
し
た
。

【
新
規
採
用
職
員
研
修
会
の
研
修
内
容
】

・
会
長
講
和　
　
　
　

佐
川　

秀
紀　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
予
郡
砥
部
町
長
）

・
公
務
員
の
あ
り
方　

　
　

愛
媛
県
市
町
振
興
課　
　
　

　
　
　
　
　
　

主
幹　

西
村　

光
生　

氏

・
公
文
書
の
作
成
と
扱
い
方　
　
　

　
　

愛
媛
県
市
町
振
興
課　

　
　
　
　
　
　

主
幹　

廣
瀬　

智
也　

氏

・
地
方
自
治
・
財
政
・
税
の
し
く
み　
　

　
　

愛
媛
県
市
町
振
興
課　

　
　
　
　

行
政
係
長　

大
西　

和
男　

氏

・
自
己
啓
発
・
マ
ナ
ー　

　
　

全
日
本
作
法
会　

　
　
　
　
　
　

教
授　

山
辺　

桂
子　

氏

・
電
話
応
対　

　
　

テ
ル
ウ
ェ
ル
西
日
本　

　
　
　
　

教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

　
　
　
　
　
　
　
　

祁
答
院　

千
秋　

氏

・
地
方
公
務
員
共
済
制
度　

　
　

愛
媛
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合　

　
　
　
　

総
務
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
村　

知
子　

氏

　

研
修
会
受
講
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

令
和
2
年
度
「
新
規
採
用
職
員
研
修
会
」

受
講
者
名
簿　
　
　
　
　
　
　
　

 
町　

名　
　
 

課　

名　
　
　
　
　

 

氏　

名

上 

島 
町　

町
民
生
活
課　

	

　

白
石　

千
夏

 　

〃 　
　

産
業
振
興
課　

	　
　

村
上
咲
恵
華

 　

〃 　
　

公
営
事
業
課　

	

　

森
下　

誠
実

久
万
高
原
町　

保
健
福
祉
課　

	

　

西
野　

雅
功

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課　

	
　

日
野　

健
斗

　

 

〃 　
　

住
民
課	
　

小
黒　

弘
之

　

 

〃 　
　

建
設
課	

　
　

高
畠　
　

洋

　

 

〃 　
　

ふ
る
さ
と
創
生
課	

重
藤
遼
太
朗

　

 

〃 　
　

教
育
委
員
会	

山
内　
　

竜

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課	

　

矢
野　

美
咲

松 

前 

町　

危
機
管
理
課	

成
松　

奈
月

　

 

〃 　
　

総
務
課	

大
西　

千
香

　

 

〃 　
　

保
険
課	

宮
藤　

悠
良

　

 

〃 　
　

町
民
課	

西
岡　

沙
恵

　

 

〃 　
　

ま
ち
づ
く
り
課	

宮
内　

健
志

　

 

〃 　
　

子
育
て
・
健
康
課	　

石
川　
　

桂

　

 

〃 　
　

黒
田
保
育
所	

　
　

細
川　

朋
美

松 

前 

町　

松
前
ひ
ま
わ
り
保
育
所

	

　

谷
岡　

梨
央

　

 

〃 　
　

小
富
士
保
育
所	

　

高
橋　

麻
実

　

 

〃 　
　

松
前
ひ
ま
わ
り
保
育
所

	

　

下
地　
　

唯

砥 

部 

町　

介
護
福
祉
課	

　

中
越　

瑞
季

　

 

〃 　
　

商
工
観
光
課	

　

仙
波　

佑
理

　

 

〃 　
　

介
護
福
祉
課	

　

青
木　

早
絵

　

 

〃 　
　

戸
籍
税
務
課	

上
西
日
奈
子

　

 

〃 　
　

戸
籍
税
務
課	

　

河
野　
　

拓

　

 

〃 　
　

総
務
課	

　

坂
本
真
奈
実

　

 

〃 　
　

商
工
観
光
課	

　

山
中　
　

愛

　

 

〃 　
　

子
育
て
支
援
課	

　

小
松　
　

望

　

 

〃 　
　

農
林
課	

　
　

篠
﨑　

翔
一

　

 

〃 　
　

総
務
課	

　
　

宮
田　

真
優

　

 

〃 　
　

子
育
て
支
援
課	

乘
松
江
梨
子

　

 

〃 　
　

子
育
て
支
援
課	

竹
箇
平
草
太

　

 

〃 　
　

子
育
て
支
援
課	

川
吾　

悠
太

　

 

〃 　
　

建
設
課	

　

和
田　

時
遠

内 

子 

町　

住
民
課	

　

川
口　
　

創

　

 

〃 　
　

町
並
・
地
域
振
興
課　

竹
本　

昌
弘

　

 

〃 　
　

自
治
・
学
習
課
五
十
崎
自
治
セ
ン
タ
ー

	

　
　

菊
池　

友
成

　

 

〃 　
　

自
治
・
学
習
課
小
田
自
治
セ
ン
タ
ー

	

本
田　

侑
香

　
 

〃 　
　

保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

	
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川　

大
樹

　

 
〃 　
　

こ
ど
も
支
援
課
五
十
崎
こ
ど
も
園

	

　
　
　
　

源
田　

優
花

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

	
　
　
　
　
　

後
藤　

隆
仁

伊 

方 

町　

保
健
福
祉
課	

　

林　
　

優
里

　

 

〃 　
　

総
合
政
策
課	
　

浅
海　

恒
成

伊 

方 

町　

伊
方
保
育
所	

　

中
村　

優
奈

　

 

〃 　
　

三
崎
保
育
所	

　

松
本　

愛
衣

　

 

〃 　
　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー	

越
智
沙
也
香

　

 

〃 　
　

瀬
戸
診
療
所	

　

渕
本
恵
美
子

　

 

〃 　
　

瀬
戸
診
療
所	

　

清
家
真
理
奈

松 

野 

町　

建
設
環
境
課	

　

吉
田　

昌
平

　

 

〃 　
　

町
民
課	

　
　
　

上
川　

亮
平

　

 

〃 　
　

ふ
る
さ
と
創
生
課	

山
田
ふ
し
ぎ

　

 

〃 　
　

農
林
振
興
課	

　

井
本　

純
生

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課	

　

津
村　

宗
志

鬼 

北 

町　

町
民
生
活
課	

　

中
村　

亮
太

　

 

〃 　
　

町
民
生
活
課	

　

宮
崎　

将
大

　

 

〃 　
　

町
民
生
活
課	

　

小
越　

晶
太

　

 

〃 　
　

日
吉
支
所	

　

城
平　

淳
子

　

 

〃 　
　

総
務
財
政
課	

　

髙
田　

翔
太

　

 

〃 　
　

近
永
保
育
所	

　

伊
藤
建
太
郎

　

 

〃 　
　

さ
く
ら
保
育
所	

河
添　
　

唯

愛 

南 

町　

総
務
課	

　

上
根
剣
士
郎

　

 

〃 　
　

税
務
課	

　

伊
井　

伸
安

　

 

〃 　
　

町
民
課	

　

坂
本　

千
秋

　

 

〃 　
　

建
設
課	

　

岡
﨑　

龍
輝

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課	

　

奥
野　

文
彬

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課	

　

菅
原　

快
哉

　

 

〃 　
　

高
齢
者
支
援
課	

鎌
田
竜
乃
介

　

 

〃 　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

	

　

田
中　

由
似

　

 

〃 　
　

学
校
教
育
課	

　

土
居　

直
也

愛
媛
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

　
　
　
　
　

保
健
課	

　

越
智　
　

葵

　

 

〃 　
　

福
祉
施
設	

　

三
城　

慶
佳

愛
媛
県
町
村
会　

総
務
課	

藤
川　

拓
也

　

 

〃 　
　

事
業
課	

　

三
瀬
菜
々
美

　

 

〃 　
　

総
務
課	

　

渡
部
の
ぞ
み
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８
月
の
会
と
催
し

▽
4
日
＝
第
4
回
愛
媛
県
県
立
学
校
振
興

計
画
検
討
委
員
会

▽
5
日
＝
令
和
3
年
度
法
務
能
力
向
上
の

た
め
の
特
別
実
務
セ
ミ
ナ
ー
（
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
）（
6
日
ま
で
）

▽
6
日
＝
四
国
四
県
町
村
会
・
町
村
議
会

議
長
会
合
同
事
務
局
長
会
議
（
四
県
大

会
協
議
）（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
）

▽
15
日
＝
愛
媛
県
戦
没
者
追
悼
式

▽
24
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
令

和
2
年
度
会
計
監
査

▽
27
日
＝
令
和
3
年
度
愛
媛
県
消
防
協
会

第
2
回
定
時
理
事
会
（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
）

▽
30
日
＝
第
6
回
「
平
成
30
年
7
月
豪
雨

災
害
に
係
る
義
援
金
」配
分
委
員
会
、第

1
8
5
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

会
長
会
（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
）

令
和
3
年
度
「
新
規
採
用
職
員
研
修
会
」

受
講
者
名
簿　
　
　
　
　
　
　
　

 
町　

名　
　

 

課　

名　
　
　
　
　

 

氏　

名

上 
島 

町　

住
民
課	

　

増
成　

穣
士

　

 
〃 　
　

住
民
課	

　

三
阪　

裕
美

　

 

〃 　
　

公
営
事
業
課	

　

角
谷　

有
一

久
万
高
原
町　

総
務
課	

二
宮　
　

陵

　

 

〃 　
　

総
務
課	

　

柏
原　

清
楓

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課	
　

清
水　
　

瞭

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課	
　

水
代　

達
也

　

 

〃 　
　

環
境
整
備
課	

　

山
岡　

尚
弥

松 

前 

町　

子
育
て
・
健
康
課	　

三
津
山
夏
子

　

 

〃 　
　

産
業
課	

　

武
田　

瑞
生

　

 

〃 　
　

税
務
課	

　

合
田　

真
大

 　

〃 　
　

町
民
課	

　

魚
尾　

綾
乃

　

 

〃 　
　

税
務
課	

　

西
岡　

安
弥

　

 

〃 　
　

税
務
課	

　

嘉
藤　

紘
士

　

 

〃 　
　

産
業
課	

　

相
原　

美
琴

　

 

〃 　
　

子
育
て
・
健
康
課	　

鷲
尾
茉
由
子

　

 

〃 　
　

税
務
課	

　

横
井　

里
佳

　

 

〃 　
　

学
校
教
育
課	

　

土
居　

真
也

　

 

〃 　
　

子
育
て
・
健
康
課	　

福
田　
　

悠

　

 

〃 　
　

黒
田
保
育
所	

　

田
中　

美
波

　

 

〃 　
　

松
前
ひ
ま
わ
り
保
育
所

	

　
　

弓
達　

尚
子

砥 

部 

町　

保
険
健
康
課	

　

井
上　

朋
恵

　

 

〃 　
　

介
護
福
祉
課	

　

林　
　

翔
太

　

 

〃 　
　

上
下
水
道
課	

　

丸
谷　

達
矢

　

 

〃 　
　

戸
籍
税
務
課	

　

石
船　

俊
太

　

 

〃 　
　

建
設
課	

　

大
江
友
理
奈

　

 

〃 　
　

生
活
環
境
課	

　

原
田
め
ぐ
み

　

 

〃 　
　

子
育
て
支
援
課	

　

星
加　

真
希

　

 

〃 　
　

子
育
て
支
援
課	

　

林　

映
里
香

砥 

部 

町　

建
設
課	

　
　

山
本　

仁
虹

　

 

〃 　
　

子
育
て
支
援
課	

　

武
田
み
ず
ほ

内 

子 

町　

農
林
振
興
課	

　
　

浅
野　

晃
陽

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課	

　
　

宮
本　

莉
歩

　

 

〃 　
　

住
民
課	

　

久
保　

理
沙

　

 

〃 　
　

自
治
・
学
習
課
内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

	

　
　
　

竹
内　
　

僚

　

 

〃 　
　

住
民
課	

　

渡
邊　

怜
史

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課	

正
岡
進
一
郎

　

 

〃 　
　

総
務
課
政
策
調
整
班	

重
松　

夢
来

　

 

〃 　
　

住
民
課
内
子
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

	

　
　
　
　

森
本　

大
樹

　

 

〃 　
　

自
治
・
学
習
課
内
子
町
図
書
情
報
館

	

　
　
　
　

星
加　

智
美

　
 

〃 　
　

こ
ど
も
支
援
課
五
十
崎
こ
ど
も
園

	

　
　
　
　

山
田　
　

尚

　

 
〃 　
　

保
健
福
祉
課
内
子
町
保
健
セ
ン
タ
ー

	

　
　
　

吉
岡　

若
菜

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

	
　
　
　
　

西
山
由
香
里

伊 

方 

町　

農
林
水
産
課	
　

内
山　

豊
彰

　

 

〃 　
　

会
計
室	
　

川
上　

鈴
菜

　

 

〃 　
　

町
見
公
民
館	

　

二
宮　

涼
平

　

 

〃 　
　

町
民
課	

　

阿
部　

竜
也

　

 

〃 　
　

観
光
商
工
課	

　

井
上　

美
紀

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課	

　

根
來　

愛
佳

　

 

〃 　
　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー	

増
川　

湧
介

　

 

〃 　
　

総
務
課	

　

山
尾　

真
大

　

 

〃 　
　

総
合
政
策
課	

　

堀
田
有
希
也

　

 

〃 　
　

町
民
課	

　

向　
　

茜
音

　

 

〃 　
　

串
診
療
所	

　

濱
本　

愛
香

松 

野 

町　

総
務
課	

　

原
田
帆
乃
香

　

 

〃 　
　

中
央
診
療
所	

　

中
尾　

純
菜

鬼 

北 

町　

教
育
課	

　

小
越　

博
明

　

 

〃 　
　

町
民
生
活
課	

　

芝　

芽
衣
子

　

 

〃 　
　

町
民
生
活
課	

　

松
本　

恵
梨

　

 

〃 　
　

町
民
生
活
課	

　

清
家　

克
也

　

 

〃 　
　

町
民
生
活
課	

　

羽
浦
あ
か
り

　

 

〃 　
　

建
設
課	

　

渡
辺
え
り
か

　

 

〃 　
　

保
健
介
護
課	

　

森
本
智
世
里

　

 

〃 　
　

保
健
介
護
課	

　

小
越　

真
祈

　

 

〃 　
　

農
業
委
員
会	

　

濱
田　

竜
馬

　

 

〃 　
　

近
永
保
育
所	

　

髙
田　

茉
鈴

　

 

〃 　
　

さ
く
ら
保
育
所	

　

山
口　

奈
那

　

 

〃 　
　

さ
く
ら
保
育
所	

　

河
本　

実
佳

　

 

〃 　
　

教
育
課	

　
　

川
口　

大
地

愛 

南 

町　

総
務
課	

　

岡
原　

里
津

　

 

〃 　
　

総
務
課	

　

大
黒　

茉
未

　

 

〃 　
　

商
工
観
光
課	

　

吉
田　

友
哉

　

 

〃 　
　

建
設
課	

　

猪
野
健
太
郎

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課	

　

山
田　

由
佳

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課	

　

吉
村　

那
智

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課	

　

杉
本　

萌
海
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砥 

部 

町

　　

 　

意
識
と
行
動

　

セ
ミ
の
鳴
き
声
が『
し
ゃ
あ　

し
ゃ
あ
』

と
、
暑
苦
し
い
猛
暑
を
伝
え
る
よ
う
な
ク

マ
ゼ
ミ
か
ら
、『
つ
く
つ
く
ぼ
う
し　

つ
く

つ
く
ぼ
う
し
』
や
、ヒ
グ
ラ
シ
の
『
か
な　

か
な
』
の
鳴
き
声
に
代
わ
っ
た
。
秋
が
近

づ
き
つ
つ
あ
る
の
か
、
暦
で
は
秋
で
あ
る
。

　

東
京
の
猛
暑
を
避
け
、
札
幌
で
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
、
競
歩
は
、
東
京
よ

り
逆
に
高
い
気
温
の
中
で
実
施
と
な
っ
た
。

　

今
や
地
球
の
自
然
は
、
過
去
の
観
測

デ
ー
タ
な
ど
単
な
る
参
考
で
あ
っ
て
、
全

く
今
日
の
予
報
数
値
に
当
て
は
ま
ら
な
い
。

こ
れ
か
ら
秋
季
へ
、列
島
へ
の
台
風
は
、近

年
そ
の
発
生
地
域
が
不
定
と
な
り
、
進
路

は
東
か
ら
西
へ
動
い
た
り
、
し
か
も
ジ
グ

ザ
グ
迷
走
、
風
速
は
段
々
強
く
な
り
大
型

化
し
て
き
た
。

　

こ
の
8
月
中
旬
の
列
島
は
、大
雨
で『
観

測
史
上
』
が
飛
び
か
う
よ
う
な
雨
量
、
し

か
も
次
々
と
線
状
降
水
帯
を
発
生
、
長
期

に
わ
た
り
続
い
た
。
排
水
溝
や
大
・
中
・

小
の
河
川
は
そ
の
容
量
を
各
所
で
オ
ー

バ
ー
、
流
域
は
瞬
時
に
冠
水
、
列
島
の
地

形
か
ら
大
量
の
水
を
含
ん
だ
土
砂
は
尊
い

人
命
を
は
じ
め
、
す
べ
て
を
押
し
流
す
パ

タ
ー
ン
で
各
地
に
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　

海
外
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
リ
ケ
ー
ン

も
年
々
巨
大
化
し
、
先
の
ド
イ
ツ
、
ベ
ル

ギ
ー
、
中
国
な
ど
各
地
で
か
つ
て
な
い
大

洪
水
が
発
生
。
カ
ナ
ダ
の
リ
ッ
ト
ン
で
49
．

5
℃（
6
月
）、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
54
．

4
℃（
7
月
）
を
は
じ
め
世
界
の
各
地
で
高

温
を
記
録
。
熱
波
は
ギ
リ
シ
ャ
、
中
央
ア

ジ
ア
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
続
き
、
世
界
各

地
で
山
火
事
を
起
し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

で
は
大
干
ば
つ
が
発
生
。
こ
れ
ら
半
端
で

な
い
各
地
の
異
常
気
象
は
、
天
変
地
異
の

序
曲
の
よ
う
で
あ
る
。
Ｗ
Ｍ
Ｏ
（
世
界
気

象
機
関
）
が
、
こ
の
夏
は
『
洪
水
、
熱
波

と
山
火
事
な
ど
極
端
な
現
象
の
夏
』
を
指

摘
と
メ
デ
ィ
ア
は
大
き
く
伝
え
て
い
る
。

　

特
に
干
ば
つ
の
広
が
り
は
、
食
料
生
産

の
危
機
に
繋
が
る
も
の
で
悠
長
に
し
て
お

れ
な
い“
警
告
”を
発
し
て
い
る
。
既
に
ア

メ
リ
カ
穀
倉
地
帯
で
の
干
ば
つ
は
、
年
々

の
異
常
気
象
で
、
地
下
有
水
層
の
量
が
減

少
の
一
途
に
あ
り
、
こ
の
ま
ま
だ
と
数
年

先
に
汲
み
上
げ
水
ゼ
ロ
と
な
り
、
収
穫
不

能
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　

今
、
人
為
的
と
言
わ
れ
る
気
候
変
動
へ

の
対
処
、
地
球
温
暖
化
阻
止
へ
動
か
ね
ば
、

現
下
に
し
て
約
9
億
人
の
食
糧
危
機
人
口

が
、
飢
餓
人
口
と
し
て
増
す
ば
か
り
で
あ

る
。
各
国
の
リ
ー
ダ
ー
達
は
じ
め
、
全
て

の
人
が
目
先
の
自
国
利
益
フ
ァ
ー
ス
ト
、

自
身
オ
ン
リ
ー
で
は
、
誰
も
ゴ
ー
ル
に
行

き
着
け
な
い
事
を
悟
り
、
食
糧
確
保
の
た

め
今
、
何
を
す
べ
き
か
の
意
識
と
行
動
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
現
代
の
我
が
国
で
は
、
年
間
約

6
1
2
万
ト
ン（
国
連
食
料
支
援
の
1
．5

倍
）
が
食
品
ロ
ス
。先
ほ
ど
某
所
で
賞
味
期

限
内
の
弁
当
多
数
が
廃
棄
さ
れ
た
と
聞
く
、

心
し
た
い
意
識
欠
落
の
事
象
で
あ
る
…
。

　

さ
て
、
8
月
は
、
日
本
人
と
し
て
大
戦

後
76
年
、
6
日
の
リ
ト
ル
ボ
ー
イ
、
9
日

の
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
の
所
行
と
“
平
和
”
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
月
で
も
あ
る
。

�

　
　
　
（
Ｔ
）

一

筆

「
ふ
る
さ
と
砥
部 

井
上
正
夫 

絵
手
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品

　
新
派
の
名
優
井
上
正
夫
は
絵
を
描
く

こ
と
が
好
き
で
、
友
人
や
知
人
へ
の
手

紙
に
は
、
そ
の
時
々
に
応
じ
た
絵
が
添

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
周
り
に

も
す
て
き
な
作
品
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

井
上
が
愛
し
た
、
そ
の
よ
う
な
す
て
き

な
「
絵
手
紙
」
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

題
材
　
友
人
・
家
族

※
個
人
宛
に
送
ら
れ
た
絵
手
紙
の
応
募

も
可
。（
作
者
に
応
募
の
了
承
を
得
る

こ
と
）

部
門
　
一
般
・
小
学
生
・
中
高
生

形
式
　
手
紙
（ 

Ａ
4
サ
イ
ズ
ま
で
）、

は
が
き

募
集
方
法
　
作
品
の
裏
に
住
所
･
氏

名
･
年
齢（
学
生
は
学
校
名
･
学
年
）を
記

入
の
上
、郵
送
か
直
接
の
ど
ち
ら
か
で

井
上
正
夫
会
事
務
局
（
砥
部
町
役
場
社

会
教
育
課
内
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
期
限
必
着

表
彰
・
副
賞

特
選
（
各
部
門
1
作
品
）

　
図
書
カ
ー
ド
5
︐
0
0
0
円
分

入
選
（
各
部
門
2
作
品
以
内
）

　
図
書
カ
ー
ド
3
︐
0
0
0
円
分

佳
作
（
各
部
門
3
作
品
以
内
）

　
図
書
カ
ー
ド
1
︐
0
0
0
円
分

募
集
期
限
　
令
和
4
年
1
月
11
日
火

問
井
上
正
夫
会
事
務
局

 

（
砥
部
町
役
場
社
会
教
育
課
内
）

☎
0
8
9
（
9
6
2
）
5
9
5
2

〒
7
9
1
-2
1
2
0�

愛
媛
県
伊
予
郡
砥
部
町
宮
内
1
3
6
9

昨
年
の
特
選
受
賞
作
品

一
般
の
部

学
生
の
部
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